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文化観光課文化財係
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文
化
財
保
護
強
調
月
間

江
東
区
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
「
文
化
財
保
護
強
調
月
間
」

を
設
け
、
歴
史
と
文
化
を
考
え
る
機
会
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
文
化
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、区
内
に
伝
え
ら
れ
た
「
民
俗
芸
能
」・

「
伝
統
技
術
」
を
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、
江

東
区
の
歴
史
と
文
化
を
少
し
で
も
体
感
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
開
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
日
常
の
生
活
・

仕
事
・
祭
礼
か
ら
生
ま
れ
、
長
き
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
た
民
俗
芸
能
を
公
開
す
る
「
民

俗
芸
能
大
会
」。
伝
統
的
な
技
術
を
基
礎
に

モ
ノ
作
り
に
携
わ
る
職
人
が
、
そ
の
技
術
を

公
開
し
、
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
る
「
伝
統

工
芸
展
」。
さ
ら
に
文
化
財
に
つ
い
て
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
文
化
財
講
演
会
」

な
ど
、
多
彩
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
の
一

環
と
し
て
、
都
内
9
区
に
よ
る
古
民
家
め
ぐ

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
江
東
区
は
、
南
砂
に
あ

る
旧
大
石
家
住
宅
（
江
東
区
指
定
文
化
財
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
2
・
3

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
方
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○文化財保護強調月間
歴史と文化を考えよう
・民俗芸能大会
・文化財講演会
・東京9区文化財古民家めぐり
・江東区伝統工芸展

○江東区の水運を考える①
小名木川

○加瀬忠次郎とヨウ素製造
○江東歴史紀行

第一回懸賞郵便飛行と「洲崎飛行場」
○古写真の中の江東

江東区の映画館2

令和元年度　文化財保護強調月間

名所江戸百景　深川三十三間堂　広重
（国立国会図書館デジタルコレクション）
名所江戸百景　深川三十三間堂　広重
（国立国会図書館デジタルコレクション）



民
俗
芸
能
大
会
10
月
20
日（
日
）

会
場
　
都
立
木
場
公
園

「
東
京
９
区
文
化
財

古
民
家
め
ぐ
り
」

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク 

2
0
1
9

文
化
財
講
演
会
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【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
入
口
広
場

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏
師
（
川
並
）
は
、

鳶
口
一
つ
で
材
木
を
筏い

か
だ

に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角
乗
は
、
そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
〜
3
時
20
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
操
る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大お

お

数じ
ゅ

珠ず

を

手
繰
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子�

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
農
民
に
教

え
た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲く

む
お
囃
子
で
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男
髷ま

げ

に
裁た

っ

着つ
け

袴ば
か
ま

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
ま
し
た
。

期
間　

10
月
1
日
（
火
）
〜
11
月
30
日
（
土
）

都
内
9
区（
足
立
・
板
橋
・

江
戸
川
・
北
・
杉
並
・
世

田
谷
・
練
馬
・
目
黒
・
江
東
）

が
参
加
し
、文
化
財
と
な
っ

て
い
る
古
民
家
を
紹
介
し

ま
す
。
各
古
民
家
で
は
合
同
展
示
と
し
て
屋
根

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
展
示
や
解
説
を
行
い
ま
す

（
江
東
区
は
パ
ネ
ル
展
示
の
み
）。

江
東
区
内
に
は
、
江
戸
時
代
の
民
家
建
築
で

あ
る
旧
大
石
家
住
宅
が
、仙
台
堀
川
公
園
内（
南

砂
5
︱
24
地
先
）
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
尚
、

こ
の
期
間
に
は
通
常
配
布
し
て
い
な
い
解
説

シ
ー
ト
も
置
い
て
い
ま
す
。

開
館
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

「
伝
統
工
芸
と
文
化
財
保
護
」

江
東
区
で
は
「
江
東
区
伝
統
工
芸
展
」
な

ど
を
通
じ
、伝
統
工
芸
の
公
開
（
実
演
・
体
験
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
「
文
化
財
講
演
会
」
で
は
、
長

年
に
わ
た
り
、
文
化
庁
で
無
形
文
化
財
（
工

芸
技
術
）
を
担
当
さ
れ
、
伝
統
工
芸
の
保
存
・

継
承
と
公
開
・
普
及
に
努
め
ら
れ
た
佐
々
木

正
直
氏
（
江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

に
、
文
化
財
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
伝
統
工

芸
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
（
水
）

　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場　

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　

1
階
大
研
修
室

　
　
　
（
江
東
区
東
陽
2
︱
3
︱
6
）

定
員　

1
5
0
人（
先
着
順
）

入
場
無
料

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

小名木川

深川不動堂
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊巌寺

採茶庵跡

葛西橋通り

清澄
白河

木場

高橋のらくろード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

東京メトロ半蔵門線
深川江戸資料館深川江戸資料館

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・

ふれあい広場
交通　
●東京メトロ東西線「木場駅」下車徒歩5分
●都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・都営

地下鉄新宿線「菊川駅」下車徒歩15分
●都営バス 業10 〔とうきょうスカイツリー駅

前～新橋〕木場4丁目下車
旧大石家住宅



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
10
月
31
日（
木
）〜
11
月
4
日（
月・振
休
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

実演公開日程表
日程 技術「体験内容」 保持者
10/31
（木）

あめ細工 青木　喜
べっ甲細工 磯貝　實
相撲呼出し裁着袴製作 富永　皓
染色補正 丸田常廣

建具 「組子コースター 
費用1,000 〜 1,500円」 友國三郎

江戸切子 「小皿のカット 費用1,000円
（午前・午後各6人）」 小林淑郎

木彫刻 「亀の根付 
費用300円〜 2,000円」 渡邉美憲

11/1
（金）

あめ細工 青木　喜
刀剣研磨 臼木良彦

指物
「小箱：費用1,800円／

手さげ盆：費用3,500円
（3人まで）」

山田一彦

ふすま榾・椽 鈴木延坦
無地染 近藤良治
すだれ製作「色紙掛け 費用500円」 豊田　勇

11/2
（土）

あめ細工 青木　喜
手描友禅 和田宣明

建具 「組子コースター 
費用1,000 〜 1,500円」 友國三郎

染色補正 丸田常廣

無地染
「手ぬぐいしぼり染め 

費用1,500円
（午前・午後各6人）」

近藤良治

更紗染
「東海道五十三次「箱根」

費用2,500円
（午前・午後各5人）」

佐野利夫
佐野勇二

11/3
（日・祝）

あめ細工 青木　喜
紋章上絵 亀山晴男

帯製作
「付け帯への加工 費用3,000円

（午前・午後各2名まで）」
※帯をお持ちください

杉浦正雄

手描友禅 和田宣明

無地染
「手ぬぐいしぼり染め 

費用1,500円
（午前・午後各6人）」

近藤良治

すだれ製作 「色紙掛け 費用500円」 豊田　勇
11/4

（月・振休）
あめ細工 青木　喜
刀剣研磨 臼木良彦

帯製作
「付け帯への加工 費用3,000円

（午前・午後各2名まで）」
※帯をお持ちください

杉浦正雄

指物
「小箱：費用1,800円／

手さげ盆：費用3,500円
（3人まで）」

山田一彦
　

無地染
「手ぬぐいしぼり染め 

費用1,500円
（午前・午後各6人）」

近藤良治

表具 「一閑張 費用1,000円」 岩崎　晃
（順不同・敬称略）

※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。
技の体験（有料）
①午前 10時〜正午　②午後 1時〜午後 3時

の技術で体験ができます。申込は会場で直接職人さんに申
し出てください（先着順）。材料が無くなり次第終了します。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分
●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分
●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

会場・深川江戸資料館への交通

3

本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
・
体
験

を
行
い
ま
す
（
左
日
程
表
参
照
）。

今
回
の
特
集
は
無
地
染
（
近
藤
良
治
）
で

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ど
う
ぞ
。



江
東
区
の
水
運
を
考
え
る
①

江
東
区
の
水
運
を
考
え
る
①

小
名
木
川

小
名
木
川

4

小
名
木
川
と
い
え
ば
、
開か

い

削さ
く

の
歴
史
に
関

連
し
て
、
ま
ず
徳
川
家
康
の
名
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
大
正
15
年
（
1
9
2
6
）
刊
行
の

『
深
川
区
史
』
に
は
、天
正
18
年
（
1
5
9
0
）

8
月
、
江
戸
に
入
っ
た
家
康
が
、
鷹た

か

狩が

り
の

時
に
下
総
行
徳
（
千
葉
県
市
川
市
）
に
立
ち

寄
り
、
百
姓
に
塩
の
製
造
を
命
じ
た
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
『
事じ

蹟せ
き

合が
っ

考こ
う

』
等
の
記
述
に

基も
と

づ
く
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
神
君
天
正

十
八
年
御
入
国
遊
ば
さ
れ
候
、
不ふ

日じ
つ

に
行
徳

の
塩
路
浜
へ
船
路
の
通
路
、
早
速
に
仰お

お

せ
付

け
ら
れ
」（
読
み
下
し
）
と
記
さ
れ
、神し

ん

君く
ん

（
家

康
）
が
江
戸
入
国
の
の
ち
、
す
ぐ
に
行
徳
へ

の
船
路
の
開
通
を
命
じ
た
と
あ
り
ま
す
。
昭

和
32
年
（
1
9
5
7
）
刊
行
の
『
江
東
区

史
』
も
小
名
木
川
は
行
徳
産
の
塩
を
江
戸
に

搬
入
す
る
舟
路
と
し
て
開
削
さ
れ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、『
深
川
区
史
』
に
は
、

家
康
の
開
削
以
前
か
ら
船
路
ら
し
い
も
の
が

存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方

や
、
運
河
と
な
る
に
は
土
木
工
事
が
必
要
で

あ
り
、
小
名
木
川
の
開
削
年
代
は
『
御
府
内

備
考
』（
海
辺
大
工
町
の
項
）
に
あ
る
寛
永

（
1
6
2
4
〜
）
頃
が
真
実
に
近
い
と
考
え

て
も
大
過
な
い
と
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
慶

長
年
間
（
1
5
9
6
〜
1
6
1
5
）
に
小

名
木
四
郎
兵
衛
な
る
人
物
が
開
削
し
た
と
の

記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

後
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は

由
緒
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
仮
に
家
康
が
開
削

を
命
じ
た
こ
と
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
そ
の

こ
と
を
も
っ
て
河
川
と
し
て
の
成
立
と
捉
え

て
よ
い
の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。『
風
土
記

稿
』
の
慶
長
年
間
、『
御
府
内
備
考
』
の
寛

永
頃
の
記
述
を
考
慮
す
る
と
、
天
正
以
降
に

数
度
の
掘
削
（
拡
張
な
ど
）
が
行
わ
れ
、
寛

永
頃
ま
で
に
河
川
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
考

え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

物
資
輸
送
と
船
番
所

小
名
木
川
は
、
東
北
・
北
関
東
方
面
か
ら

江
戸
に
流
入
す
る
物
資
の
大
動
脈
と
し
て
重

要
な
河
川
で
し
た
。
海
か
ら
江
戸
内
湾
に
出

入
り
す
る
船
が
享
保
6
年（
1
7
2
1
）以
降
、

三
浦
半
島
の
浦
賀
船
番
所
で
荷
物
の
検
査
を

受
け
た
の
に
対
し
、
東
北
・
北
関
東
か
ら
江

戸
川
・
中
川
な
ど
を
通
っ
て
江
戸
に
入
る
船

は
、
小
名
木
川
の
東
端
、
い
わ
ゆ
る
中な

か

川が
わ

口ぐ
ち

の
船
番
所
で
荷
物
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
船
番
所
は
、
も
と
も
と
小
名
木
川
の

西
端
、
隅
田
川
と
の
合
流
地
点
に
設
け
ら
れ
、

寛
文
元
年
（
1
6
6
1
）
に
中
川
口
に
移
り

ま
し
た
。
そ
の
背
景
を
推
測
す
る
に
、
移
転

2
年
前
の
万
治
2
年
（
1
6
5
9
）
に
大
横

川
・
横
十
間
川
・
竪
川
が
幕
府
に
よ
っ
て
開

削
さ
れ
、
小
名
木
川
と
竪
川
が
繋
が
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
川
口

か
ら
入
っ
た
船
は
、
開
削
さ
れ
た
河
川
を
通

り
竪
川
に
出
る
こ
と
で
、
西
端
の
船
番
所
を

通
ら
ず
に
江
戸
に
入
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
船
番
所
移
転
の

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
御
府
内
備
考
』（
海

辺
大
工
町
の

項
）
に
元
和
末

（
1
6
1
5
〜

2
4
）
か
ら
寛

永
初
の
小
名
木

川
開
削
時
、
海

辺
大
工
町
が
奥

川
船
の
着
岸
町

へ
の
取
り
立
て
を
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
に
願

い
上
げ
た
こ
と
は
、
こ
の
当
時
、
す
で
に
小

名
木
川
の
流
通
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

小
名
木
川
の
風
景

小
名
木
川
の
整
備
が
進
む
と
、
河
川
両
岸

に
は
武
家
地
が
多
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
延

宝
8
年
（
1
6
8
0
）『
江え

戸ど

方ほ
う

角が
く

安あ
ん

見け
ん

図ず

』

に
は
、
横
十
間
川
以
西
に
多
く
の
武
家
地
が

見
ら
れ
、
仙
台
堀
や
油
堀
な
ど
、
他
の
河

川
・
堀
割
の
両
岸
に
町
場
が
設
け
ら
れ
た
の

と
は
対
照
的
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
屋
敷

は
、
東
北
・
北
関
東
あ
る
い
は
江
戸
内
湾
を

経
て
領
地
か
ら
運
搬
し
た
物
資
の
一
時
保
管

庫
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
人
々
が
深
川
各
所
や
亀
戸
天
満
宮
・

羅ら

漢か
ん

寺じ

（
大
島
）
な
ど
へ
船
を
使
っ
て
向
か

う
と
き
、
小
名
木
川
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
こ

と
で
し
ょ
う
。
な
か
で
も
猿
江
の
五
本
松
は

有
名
で
、
あ
の
松
尾
芭
蕉
も
「
深
川
の
末　

五
本
松
と
い
ふ
所
に
船
を
さ
し
て
」
の
前
書

き
に
続
け
て
「
川
上
と
こ
の
か
わ
し
も
や　

月
の
友
」
の
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
幕
末
に

は
、
歌
川
広
重
も
名
所
江
戸
百
景
「
小お

奈な

木ぎ

か
わ　

五
本
ま
つ
」
を
描
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
名
木
川
は
江
戸
と
そ
の

周
辺
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
多
様
な
文

化
を
育
ん
だ
川
で
も
あ
り
ま
し
た
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

横
十
間
川

横
十
間
川

大
横
川

大
横
川

隅
田
川

隅
田
川

↑
竪
川

↑
竪
川

小名木川小名木川

仙台堀
仙台堀

油堀油堀

船番所→船番所→

本所深川絵図

江戸名所図会　中川口
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か
つ
て
「
赤
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
ヨ
ー
ド

チ
ン
キ
や
喉
の
消
毒
液
と
し
て
使
わ
れ
る
ヨ

ウ
素
は
、
原
子
番
号
53
番
の
元
素
で
、
溶
液

を
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
垂
ら
す
と
青
紫
色
に
変
化

す
る
ヨ
ウ
素
デ
ン
プ
ン
反
応
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ヨ
ウ
素
は
、
1
8
1
1
年
に

フ
ラ
ン
ス
の
化
学
者
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ク
ー
ル

ト
ア
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
二
年
後
に
同
じ

く
フ
ラ
ン
ス
人
化
学
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ル
イ
・

ゲ
ー
リ
ュ
サ
ッ
ク
に
よ
っ
て
「
I
o
d
e
」

（
ヨ
ー
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
紫
の
意
味
か
ら
）

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
南
部
藩
領
出
身
の
医
師
島
立り

ゅ
う

甫ほ

が
、
弘
化
3
年
（
1
8
4
6
）
に
海
草
を

焼
い
て
ヨ
ウ
素
を
抽
出
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
す
。
江
戸
末
期
に
活
躍
し
た
蘭
学
者
宇
田

川
榕よ

う

庵あ
ん

が
記
し
た
化
学
書
『
舎せ

い
み密

開か
い

宗そ
う

』
の

外
編
第
一
巻
に
は
、「
島
立
甫
創
め
て
之
を

昆
布
焼
灰
中
に
得
た
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
島
立
甫
の
邸
宅
は
亀
戸
天

神
の
そ
ば
、
横
十
間
川
を
挟
ん
だ
西
側
（
現

墨
田
区
太
平
）
に
あ
り
ま
し
た
。
ヨ
ウ
素
は

発
見
さ
れ
た
当
時
、
新
た
な
薬
品
と
し
て
注

目
さ
れ
、
海
草
の
焼
灰
か
ら
製
造
す
る
こ
と

か
ら
、
海
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
日
本
に
は
格

好
の
新
資
源
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
資
源
ヨ
ウ
素
に
着
目
し
、
深
川
で

製
造
を
は
じ
め
た
の
が
加
瀬
忠
次
郎
で
す
。

加
瀬
家
は
代
々
和
泉
屋
忠
次
郎
の
屋
号
を
名

乗
る
肥
料
問
屋
で
、
嘉
永
4
年
（
1
8
5
1
）

の
『
諸
問
屋
名
前
帳
』
に
は
、

干
鰯
問
屋
と
し
て
日
本
橋
小

網
町
3
丁
目
周
蔵
店
借
の
住

所
で
記
載
が
あ
り
、
そ
の
後

慶
応
3
年
（
1
8
6
7
）
9

月
24
日
に
深
川
佐
賀
町
久
次

郎
店
借
に
転
宅
届
出
し
た
旨

も
確
認
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

肥
料
商
に
代
わ
る
新
た
な
事

業
と
し
て
ヨ
ウ
素
製
造
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

が
、明
治
27
年
（
1
8
9
4
）

に
発
行
さ
れ
た
『
薬
学
雑
誌
』
1
4
4
号
の

彙
報
に
「
加
瀬
氏
の
沃よ

う

度ど

製
造
事
業
」
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
文
章
に
よ
る
と
、
忠
次
郎
は
明
治
19

年
5
月
に
自
店
で
製
造
し
た
刻
昆
布
や
干
し

ア
ワ
ビ
な
ど
を
持
っ
て
清
国
へ
渡
り
、
海
外

貿
易
を
試
み
ま
す
。
清
国
か
ら
は
肥
料
の
一

種
で
あ
る
「
豆
餅
」「
菜
種
餅
」
を
購
入
し

よ
う
と
し
ま
す
が
、
清
国
の
法
律
に
よ
り
外

国
へ
の
持
ち
出
し
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
と
り
あ
え
ず
所
持
品
を
売
り
払
っ
て

北
京
に
滞
在
中
、
病
気
を
発
症
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
同
宿
の
イ
ギ
リ
ス
人
夫
婦
に
ヨ
ウ

素
を
配
合
し
た
薬
を
も
ら
い
ま
す
。
夫
婦
が

言
う
に
は
「
此
奇
薬
は
欧
州
に
無
く
て
な
ら

ぬ
も
の
な
り
」
と
し
、
原
料
が
海
草
で
あ
り
、

日
本
は
そ
れ
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
か
ら
事
業

を
興
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
忠
次
郎
は

病
気
を
治
す
と
早
々
に
帰
国
し
、
明
治
20
年

12
月
に
深
川
区
入
船
町
4
番
地
（
現
木
場
2

丁
目
）
に
ヨ
ウ
素
製
造
の
工
場
を
新
設
し
ま

す
。
当
初
は
製
造
に
苦
労
し
ま
す
が
、
徐
々

に
事
業
は
軌
道
に
の
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

後
、
日
本
各
地
に
ヨ
ウ
素
製
造
が
広
が
り
、

翌
21
年
に
は
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
の
鈴

木
ナ
カ
ら
が
カ
ジ
メ
を
焼
い
て
ヨ
ウ
素
製
造

を
は
じ
め
、
同
23
年
に
は
大
阪
の
薬
種
商
武

田
長
兵
衛
や
田
辺
五
兵
衛
、
塩
野
義
三
郎
の

共
同
出
資
に
よ
る
廣
業
舎
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

忠
次
郎
は
、
明
治
22
年
か
ら
深
川
区
会
議

員
も
勤
め
ま
す
が
、
同
24
年
に
死
去
し
、
息

子
が
忠
次
郎
を
継
い
で
事
業
も
す
す
め
て
い

き
ま
す
。
同
29
年
に
干
鰯
場
の
ひ
と
つ
江
川

場
に
あ
っ
た
五
社
稲
荷
が
富
岡
八
幡
宮
内
の

永
昌
稲
荷
と
合
祀
さ
れ
、
永
昌
五
社
稲
荷
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
五
社
稲
荷
は
加
瀬
家
の

所
有
地
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
ヨ
ウ
素
製
造
の
主
流
が
海
草
灰

か
ら
硝
石
へ
と
変
化
し
、
チ
リ
産
ヨ
ウ
素
が

世
界
市
場
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
一

方
、
日
本
国
内
で
は
日
露
戦
争
後
に
大
蔵
省

の
主
導
で
ヨ
ウ
素
製
造
業
者
の
集
約
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
結
果
、
加
瀬
忠
次
郎
と
葉
山

の
鈴
木
三
郎
助
、
明
治
26
年
麻
布
に
棚
橋
製

薬
所
を
設
立
し
て
い
た
棚
橋
寅
五
郎
の
三
社

が
統
合
さ
れ
、
日
本
化
学
工
業
社
（
現
日
本

化
学
工
業
株
式
会
社
、
本
社
は
亀
戸
9
丁
目
）

が
設
立
さ
れ
、
大
倉
喜
八
郎
を
会
長
に
迎
え
、

鈴
木
が
専
務
、
加
瀬
が
常
務
、
棚
橋
が
技
師

長
と
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
は
の
ち
に
う
ま
み

調
味
料
「
味
の
素
」
を
作
り
出
し
た
の
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
瀬
家
の
ヨ
ウ
素
製

造
の
痕
跡
は
、
江
東
区
内
に
は
も
う
見
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
近
代
に
な
っ
て
水
産
物
か
ら
生

み
出
し
た
新
た
な
資
源
に
取
り
組
ん
だ
足
跡

は
、
記
録
資
料
な
ど
か
ら
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館　

副
館
長　

龍
澤 

潤
）

加瀬忠次郎のヨウ素製造所
（黒丸部分、大正元年「深川区地籍地図」）

▪
加
瀬
忠
次
郎
と
ヨ
ウ
素
製
造
▪
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史
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1
0
0
年
前
の
で
き
ご
と

1
0
0
年
前
の
大
正
8
年
（
1
9
1
9
）

10
月
22
日
に
初
の
「
飛
行
郵
便
」
が
試
行
さ

れ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
帝
国
飛

行
協
会
（
以
下
、
協
会
）
主
催
の
懸け

ん

賞し
ょ
う

郵
便

飛
行
競
技
と
し
て
実
現
し
、
郵
便
物
を
積
ん

だ
飛
行
機
が
東
京
洲
崎
埋
立
地
（
現
江
東
区
）

と
大
阪
城
東
練
兵
場
（
現
大
阪
市
）
の
間
を

往
復
し
ま
し
た
。

飛
行
郵
便

大
正
8
年
7
月
末
、
逓て

い

信し
ん

省し
ょ
う（

通
信
・
陸

海
運
輸
全
般
を
管か

ん

掌し
ょ
う）

は
、か
ね
て
か
ら
協
会

よ
り
申
請
さ
れ
て
い
た
飛
行
郵
便
を
許
可
し

ま
し
た
（
7
月
29
日
付
大
阪
毎
日
新
聞
）。
そ

し
て
飛
行
郵
便
物
は
、
そ
の
引
受
局
を
東
京

大
阪
両
市
内
の
1
、
2
等
集
配
局
と
し
、
両

市
内
に
宛
て
た
料
金
完
納
の
第
1
種
有
封
書

状
お
よ
び
第
2
種
郵
便
物
（
葉
書
）
で
「
飛

行
郵
便
」
と
朱
書
し
て
引
受
局
窓
口
へ
差
し

出
し
た
も
の
に
限
る
と
し
て
い
ま
す
。

消
印
に
は
「
飛
行
郵
便
試
行
紀
念
日
附
印
」

が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
附
印
は
使
用

局
名
を
区
別
し
な
い

で
、
東
京
市
内
は
「
東

京
」、大
阪
市
内
は
「
大

阪
」
と
す
る
も
の
で
し

た
。
な
お
、
飛
行
郵

便
試
行
当
日
と
そ
の
後
3
日
間
に
限
っ
て
は

求
め
が
あ
れ
ば
料
金
完
納
の
郵
便
絵
葉
書
に

対
し
て
記
念
消
印
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た

（
官
報
2
1
4
7
号
）。

ま
た
記
念
切
手
も
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
現
行

切
手
の
表
面
に
飛
行
機

の
形
状
を
1
銭
5
厘り

ん

切

手
は
赤
色
で
、
3
銭
切
手
は
青
色
で
添て

ん

刷さ
つ

し

た
も
の
で
す
。
東
京
大
阪
両
市
内
の
1
、
2

等
集
配
局
で
当
日
と
そ
の
後
3
日
間
の
み
販

売
さ
れ
、
そ
の
使
用
期
間
は
10
月
31
日
ま
で

に
限
ら
れ
ま
し
た
。

初
試
行
の
た
め
、飛
行
機
へ
の
郵
便
物
搭

載
量
は
8
貫か

ん

目め

（
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
）に
制
限
さ

れ
て
い
ま
す（
8
月
9
日
付
大
阪
朝
日
新
聞
）。

封
書
1
通
を
2
匁も

ん
め（

7
・
5
グ
ラ
ム
）
平
均
と

す
る
と
4
千
通
が
運
べ
る
計
算
で
す
。

第
一
回
懸
賞
郵
便
飛
行

飛
行
ル
ー
ト
は
東
海
道
も
し
く
は
海
岸
沿

線
と
し
て
、な
る
べ
く
小
田
原
、静
岡
、豊
橋
、

津
の
付
近
を
通
過
す
る
も
の
と
し
、
静
岡
、

豊
橋
、
津
の
各
練
兵
場
に
は
予
備
着
陸
場
が

準
備
さ
れ
、
ま
た
小
田
原
海
岸
に
は
救
護
場

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
飛
行
予
定
は
、
1
日

目
は
東
京
か
ら
大
阪
へ
、
2
日
目
は
大
阪
か

ら
東
京
へ
の
一
往
復
と
し
、
通
過
地
は
往
復

と
も
同
一
場
所
と

さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
郵
便
飛

行
は
10
月
4
日
・

5
日
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
参

加
は
、
水み

ず

田た

嘉か

藤と
う

太た

の
中
島
式
6
型

ホ
ー
ル
ス
コ
ッ

ト
2
0
0
馬
力

と
、
山や

ま

縣が
た

豊と
よ

太た

郎ろ
う

の
伊
藤
式
ゴ
ル
ハ

ム
1
2
5
馬
力

の
二
機
で
す
。
し

か
し
4
日
は
天
候

が
悪
く
、
5
日
も

不
安
定
だ
と
い
う

こ
と
で
、
20
日
に

順
延
が
決
定
し
ま
し
た
。
20
日
も
ま
た
天
候

不
順
で
22
日
に
順
延
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
間
、
佐さ

藤と
う

要よ
う

蔵ぞ
う

の
中
島
式
4
型
ホ
ー
ル
ス

コ
ッ
ト
1
5
0
馬
力
機
が
参
加
を
表
明
し

て
計
3
機
と
な
り
ま
し
た
。

22
日
当
日
、
出
発
地
の
洲
崎
埋
立
地
で

は
風
が
強
く
吹
い
て
お
り
、
協
会
や
飛
行
家

は
実
施
を
危
ぶ
み
ま
し
た
が
、
観
衆
の
昂こ

う

奮ふ
ん

に
押
さ
れ
て
よ
う
や
く
出
発
と
決
定
し
ま
し

た
。
一
番
手
は
水
田
機
で
、
午
前
10
時
50
分

に
「
飛
行
場
」
の
南
端
か
ら
北
に
向
か
っ
て

離
陸
し
、
や
が
て
進
路
を
品
川
方
向
へ
向
け

て
長
距
離
飛
行
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
続
い

て
山
縣
機
が
55
分
に
離
陸
し
、
59
分
に
は
最

後
の
佐
藤
機
が
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

到
着
を
待
つ
城
東
練
兵
場（
大
坂
城
跡
の

東
隣
）で
は
、午
後
2
時
35
分
に
東
方
の
生い

駒こ
ま

山
上
に
黒
い
点
が
見
え
、
観
衆
が
ど
よ
め
く

な
か
姿
を
現
し
た
佐
藤
機
が
練
兵
場
上
空
を

1
回
旋
回
し
て
南
方
よ
り
北
方
に
向
か
っ
て

下
降
し
39
分
に
無
事
着
陸
し
ま
し
た
（
10
月

23
日
付
大
阪
毎
日
新
聞
）。
佐
藤
機
の
記
録
は

3
時
間
40
分
、
次
に
到
着
し
た
山
縣
機
は
4

時
間
41
分
で
し
た
。
水
田
機
は
和
歌
山
市
外

に
不
時
着
し
た
た
め
失
格
と
な
り
ま
し
た
。

翌
23
日
は
、
城
東
練
兵
場
を
佐
藤
機
が
午

前
10
時
11
分
、
山
縣
機
が
27
分
に
飛
び
立
ち
、

「
洲
崎
飛
行
場
」
へ
は
午
後
1
時
29
分
に
佐

藤
機
、
2
時
14
分
に
山
縣
機
が
到
着
し
ま
し

た
。
優
勝
は
佐
藤
機
で
、
往
復
の
航
空
時
間

は
6
時
間
58
分
で
し
た
。

飛
行
郵
便
試
行
の
意
義

11
月
3
日
、
逓
信
省
庁
舎
（
現
中
央
区
）

で
3
人
に
対
し
賞
金
や
慰
労
金
の
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
野
田
逓
信
大
臣
の
祝
辞
に

よ
れ
ば
、
近
年
航
空
お
よ
び
無
線
電
信
な
ど

の
空
中
の
利
用
が
発
達
し
、
と
く
に
第
一
次

世
界
大
戦
（
大
正
3
年
）
で
は
列
国
が
競
っ

て
飛
行
機
を
軍
事
に
応
用
し
、
戦
後
は
一
般

通
信
運
輸
の
た
め
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
日
本
の
前
途
も
航
空
事
業
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
、
そ
の
な
か
で

官報2147号（国）

『大日本郵便切手類鑑』（国）

「中島式ホールスコット二百馬力」（個人蔵）「伊藤式ゴルハム百二十五馬力」（個人蔵）
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協
会
が
今
回
の
長
距
離
飛
行
を
行
っ
て
民
間

飛
行
の
発
達
を
助
成
し
よ
う
と
し
、
こ
れ
に

逓
信
省
も
進
ん
で
賛さ

ん

助じ
ょ

し
、
結
果
優
良
な
成

績
を
収
め
た
こ
と
は
、
日
本
の
通
信
事
業
発

達
史
上
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
列
国
に
比
べ
て
遅
れ
て
い

る
航
空
事
業
に
つ
い
て
は
、
な
お
技
術
の
練

達
が
必
要
で
、
官
民
協
同
し
て
事
業
の
発
達

を
は
か
っ
て
社
会
の
利
便
を
増
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
（
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー「
民
間
航
空
関
係
」（
2
））。

航
空
郵
便
の
実
現
へ

そ
の
後
、
協
会
主
催
の
懸
賞
郵
便
飛
行
は

逓
信
省
の
協
力
の
も
と
、
大
正
9
年
11
月
21

日
に
第
2
回
（
大
阪
・
久
留
米
間
）、
大
正

10
年
8
月
21
日
に
第
3
回
（
東
京
代
々
木
練

兵
場
・
盛
岡
間
）、
大
正
10
年
11
月
3
日
に

第
4
回
（
金
沢
・
広
島
間
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
協
会
が
大
正
11
年
11
月
3
日
か
ら

行
っ
た
連
絡
定
期
郵
便
飛
行
は
、
3
日
か
ら

11
日
ま
で
の
間
に
東
京
代
々
木
練
兵
場
と
大

阪
の
双
方
か
ら
郵
便
物
を
積
ん
だ
飛
行
機
が

定
期
的
に
上
下
す
る
と
い
う
「
定
期
郵
便
飛

行
」
の
基
礎
の
形
成
を
目
指
し
た
意
欲
的
な

も
の
で
し
た
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

「
雑
」（
5
））。
し
か
し
な
が
ら
、
6
日
間
で

運
ば
れ
た
郵
便
物
は
東
京
行
き
が
5
3
1
3

通
、
大
阪
行
き
が
2
6
1
0
通
と
利
用
者

が
少
な
く
、
飛
行
郵
便
の
信
頼
向
上
が
望
ま

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
大
正
11
年
11
月

11
日
付
大
阪
毎
日
新
聞
）。

こ
れ
ま
で
確
実
な
飛
行
郵
便
の
実
現
を
企

図
し
て
民
間
の
試
験
飛
行
を
援
助
し
て
い
た

逓
信
省
は
、大
正
14
年
4
月
20
日
に
東
京
（
立

川
飛
行
場
）・
大
阪
間
、
大
阪
・
福
岡
間
で

飛
行
郵
便
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
た

民
間
に
よ
る
定
期
航
路
の
存
在
が
あ
り
ま
し

た
。
大
正
12
年
1
月
11
日
に
東
西
定
期
航
空

会
が
東
京
・
大
阪
間
に
、
同
年
の
7
月
10
日

に
は
日
本
航
空
株
式
会
社
が
大
阪
・
別
府
間

に
定
期
航
路
を
開
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
逓

信
省
は
両
社
に
飛
行
郵
便
事
業
を
委
託
し
ま

し
た
。

そ
し
て
今
か
ら
90
年
前
の
昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）
4
月
1
日
に
航
空
郵
便
規
則

が
施
行
さ
れ
（
官
報
6
6
9
号
）、
官
民
合

同
の
日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社
が
定
期
郵
便

と
貨
物
輸
送
を
開
始

し
て
、
日
本
に
お
け

る
航
空
郵
便
が
実
現

し
た
の
で
す
。

「
洲
崎
飛
行
場
」

第
一
回
懸
賞
郵
便
飛
行
の
発
着
地
と
な
っ

た
洲
崎
埋
立
地
で
す
が
、「
洲
崎
飛
行
場
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
飛
行
場
と
し
て
利

用
さ
れ
た
初
見
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
正
5

年
7
月
1
日
の
「
つ
る
ぎ
号
」（
岸き

し

一か
ず

太た

製

作
）
初
飛
行
で
す
。
そ
し
て
郵
便
飛
行
が
行

わ
れ
た
大
正
8
年
に
は
、
2
月
1
日
に
米
国

人
の
飛
行
家
ル
ス
・
ロ
ー
夫
人
の
公
開
飛
行

が
行
わ
れ
、
5
月
10
日
に
は
東
京
市
主
催
の

奠て
ん

都と

五
十
年
祭
挙
行
に
あ
た
り
協
会
が
記
念

民
間
飛
行
会
を
開
催
す
る
な
ど
（
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー「
民
間
航
空
関
係
」（
2
））、

洲
崎
埋
立
地
は
民
間
飛
行
の
拠
点
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

で
は
、
飛
行
場
の
あ
っ
た
「
洲
崎
埋
立
地
」

と
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
大
正
9
年
4
月
17

日
、
協
会
が
来
る
21
日
に
実
施
予
定
の
「
東

京
大
阪
間
往
復
無
着
陸
飛
行
」
に
つ
い
て
海

軍
省
航
空
部
へ
連
絡
し
た
文
書
に
は
「
洲
崎

埋
立
第
二
号
地
ヲ
発
着
飛
行
場
ト
ス
」
と
あ

り
ま
す
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
民

間
航
空
関
係
」（
2
））。
こ
の
時
の
飛
行
場

は
第
2
号
地
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
し
ら
れ

ま
す
。
お
そ
ら
く
前
年
の
郵
便
飛
行
も
当
地

で
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

第
2
号
地
（
の
ち
浜
園
町
）
は
、
越
中
島

地
先
で
現
在
の
塩
浜
1
丁
目
に
あ
た
り
ま

す
。
第
1
号
地
（
の
ち
塩
崎
町
、
現
塩
浜
2

丁
目
）、
第
3
号
地
（
の
ち
古
石
場
町
う
ち
、

現
古
石
場
3
丁
目
）
と
と
も
に
、
東
京
市
内

の
河
川
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

土
の
処
分
を
か
ね
て
埋
め
立
て

が
行
わ
れ
た
所
で
、
明
治
43
年
（
1
9
1
0
）

12
月
17
日
に
起
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
洲
崎
埋
立
地
」
と
は

さ
て
「
洲
崎
埋
立
地
」
と
い
う
名
称
は
、

明
治
19
・
20
年
に
埋
め
立
て
さ
れ
て
洲
崎
弁

天
町
（
現
東
陽
1
丁
目
）
と
な
っ
た
所
が
「
洲

崎
海
面
埋
立
地
」「
洲
崎
埋
立
地
」
と
呼
ば

れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
明
治
32
年
に
は

洲
崎
弁
天
町
西
隣
の
平
久
町
地
先
海
面
（
の

ち
塩
浜
町
、
現
木
場
1
、
6
丁
目
）
の
埋
め

立
て
が
始
ま
り
、
続
い
て
前
述
し
た
第
1
・

2
・
3
号
地
の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
2
号
地
も
「
洲
崎
埋
立
地
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
か
ら
、「
洲
崎
埋
立
地
」
は
深
川
臨
海

の
埋
立
地
を
呼
ぶ
名
称
と
し
て
使
わ
れ
た
こ

と
が
し
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、「
飛
行
場
」
は
「
洲
崎
埋
立
地
」

に
お
い
て
幾
度
か
移
転
し
ま
す
。
そ
の
場
所

が
ど
こ
な
の
か
、
探
求
す
る
楽
し
み
が
尽
き

ま
せ
ん
。

参
考
文
献
：『
日
本
航
空
史 

明
治
・
大
正
篇
』
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図
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立
国
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図
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デ
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江
東
区
の
映
画
館
２

古
写
真
の
中
の
江
東

8

本
誌
№
2
8
5
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

か
つ
て
区
内
に
は
多
く
の
映
画
館
が
あ
り
ま

し
た
（
昭
和
27
年
（
1
9
5
2
）
に
は
7
館
、

昭
和
33
年
に
は
15
館
）。
前
回
は
古
写
真
を

基
に
「
千
田
シ
ネ
マ
」（
千
田
22
付
近
）
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
昭
和
30
年
代
の

古
写
真
か
ら
区
内
に
あ
っ
た
映
画
館
を
紹
介

し
ま
す
。

深
川
ミ
リ
オ
ン
座

「
深
川
ミ
リ
オ
ン
座
」
は
富
岡
に
あ
っ
た

映
画
館
で
す
（
所
在
地
は
富
岡
1
︱
10
付
近
）。

中
央
付
近
に
見
え
る
「
ミ
リ
オ
ン
座
」
と
い

う
縦
書
き
の
看
板
が
目
を
引
き
ま
す
。
左
側

に
見
え
る
門
の
向
こ
う
に
あ
る
道
路
は
永
代

通
り
で
す
。

邦
画
と
洋
画

次
に
ミ
リ
オ
ン
座
の
入
口
の
上
に
あ
る
看

板
（
②
）
に
注
目
し
ま
す
と
、「
松

し
ょ
う

竹ち
く

映
画
」・

「
各
社
洋
画
」
と
い
う
表
記
が
見
え
ま
す
。

こ
の
看
板
か
ら
ミ
リ
オ
ン
座
で
は
、
邦
画

で
は
松
竹
の
映
画
を
上
映
し
、
一
方
で
洋
画

は
、
複
数
の
制
作
会
社
の
映
画
を
上
映
し
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
昭
和
30
年
当
時
、
日
本
国
内
で

は
一
年
間
に
6
1
6
本
の
映
画
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
邦
画
が
4
2
3
本
、

洋
画
（
こ
の
場
合
日
本
国
外
の
映
画
全
般
）

が
1
9
3
本
と
な
っ
て
お
り
、
邦
画
が
洋

画
の
約
2
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
平
成
30
年
の
場
合
、
映
画

の
公
開
本
数
は
1
1
9
2
本
、
そ
の
内
邦

画
は
6
1
3
本
、洋
画
が
5
7
9
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
体
的
に
映
画
の
公
開
数
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
洋
画
の
公
開
数
が
増
え
、

邦
画
と
洋
画
の
割
合
は
半
々
に
近
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ミ
リ
オ
ン
座
で
上
映
し
た
映
画

さ
ら
に
ミ
リ
オ
ン
座
が
上
映
し
た
映
画
へ

注
目
し
て
み
る
と
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て

門
に
か
け
ら
れ
て
い
る
幕
（
③
）
に
上
映
中

と
み
ら
れ
る
映
画
の
題
名
が
二
つ
確
認
さ
れ

ま
す
。
左
側
に
は
「
ア
ラ
モ
の
砦と

り
で

」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
1
8
3
5
年
に
メ

キ
シ
コ
領
テ
キ
サ
ス
（
現
在
は
米
国
領
）
の

独
立
運
動
で
発
生
し
た
ア
ラ
モ
の
戦
い
を

描
い
た
洋
画
で
す
（
昭
和
30
年
11
月
公
開
）。

尚
、
こ
の
戦
い

を
描
い
た
映
画

は
、
昭
和
35

年（
1
9
6
0
）

制
作
の
ジ
ョ

ン
・
ウ
ェ
イ
ン

主
演
に
よ
る

「
ア
ラ
モ
」
な

ど
複
数
あ
り
ま

す
。

次
に
「
女
の
足
あ
」
と
い
う
部
分
で
す
が
、

こ
れ
は
昭
和
31
年
3
月
に
公
開
さ
れ
た
「
女

の
足
あ
と
」
と
い
う
佐さ

田だ

啓け
い

二じ

・
有あ

り

馬ま

稲い
ね

子こ

な
ど
が
出
演
し
た
松
竹
制
作
の
邦
画
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
後
ミ
リ
オ
ン
座
は
、
昭
和
35

年
に
は
邦
画
で
は
日に

っ

活か
つ

の
映
画
も
上
映
し
て

い
ま
す
〔『
映
画
年
鑑 

別
冊
（
戦
後
編
） 

全

国
映
画
館
録
1
9
6
0
』〕。
さ
ら
に
昭
和
40

年
代
前
半
に
は
、
松
竹
の
映
画
を
上
映
し
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
昭
和
44
年
に
は
地
図
上

の
表
記
で
は
「
深
川
ミ
リ
オ
ン
座
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
正
式
な
名
称
は
「
深
川
ミ
リ

オ
ン
日
活
劇
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
（『
映

画
年
鑑 

1
9
7
0
年
版 

別
冊
』）。
上
映
す

る
映
画
の
転
換
は
、
ミ
リ
オ
ン
座
が
映
画
制

作
会
社
の
直
営
で
は
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

な
お
、
ミ
リ
オ
ン
座
は
1
9
7
2
年
の

段
階
で
確
認
さ
れ
な
く
な
る
の
で
（『
映
画

年
鑑 

1
9
7
3
年
版 

別
冊
』）、
70
年
代
の

初
め
に
閉
館
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
看
板
や
幕
（
映
画
の
題
名
）

に
着
目
す
る
と
、
写
真
①
は
昭
和
31
年
3
月

以
降
の
撮
影
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
細

部
と
映
画
館
の
動
向
に
注
目
し
て
み
ま
し

た
。
古
写
真
は
全
景
だ
け
で
は
無
く
細
部
・

撮
影
さ
れ
て
い
る
建
物
に
も
注
目
す
る
こ
と

で
見
過
ご
し
が
ち
な
撮
影
さ
れ
た
当
時
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ
ぎ刀

俊
宏
）

①深川ミリオン座

②ミリオン座の看板（拡大）

③ミリオン座の幕（拡大）

お
詫
び
と
訂
正

前
号（
№
2
8
6
）「
瓢
池
園
と
旭
焼
製
造
場
」

に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

6
頁 

写
真
2
の
所
蔵
元

　

誤
：
信
楽
窯
業
技
術
試
験
所

　

正
：
信
楽
窯
業
技
術
試
験
場

7
頁 

1
段
目
14
行
目

　

誤
：
商
工
学
校

　

正
：
職
工
学
校

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


